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Q16a NRO銀河面サーベイプロジェクト (FUGIN)：最終年度報告
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我々は、星間ガスの進化と銀河系の構造の関係に関する研究を進めることを目的とし、野辺山宇宙電波観測所 45
ｍ鏡に搭載された広帯域 2SBの新マルチビーム受信機 FORESTを用いた銀河面のCOサーベイ観測、NROレガ
シープロジェクト FUGIN(FOREST Unbiased Galactic plane Imaging survey with Nobeyama 45-m telescope)
を進めてきた。これはCO(J=1–0)輝線による銀河面サーベイとしては、最も高い角分解能 (∼20”)を達成してい
ると同時に、FORESTの広帯域を生かした世界初の 12CO, 13CO, C18O(J=1–0)の 3輝線同時観測である。
銀河系の棒状構造・渦状腕を含む内域 (80平方度)と、外側の渦状腕を含む外域 (76平方度)領域のうち、最終

年度の 2016年度シーズンはそれぞれ 22平方度と 2平方度、合計 24平方度のCO 3輝線のデータを取得した。最
終的には内域 l = 10◦ − 50◦, b = ±1◦の全 80平方度、外域 l = 198◦ − 236◦, b = ±1◦のうち 50平方度、計 130平
方度 (全体の 83％)に及び、検出感度は∆Tmb=1.2∼2.1 K(12CO), 0.5∼0.9 K(13CO)となった。これにより広範
囲にわたる分子雲の極めて詳細な構造が明らかになった。本講演では今後のデータ公開等についても報告する。


